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聞き取り内容、その整理と分析
世間の人びとから求められる介助者の役割

ａ．主体性が揺らぐとき
日常生活場面での第三者による介在は、目的達成に伴う行為主体の変更を介助者に迫らせることがある。
ａ-1
あのね、買い物に行くでしょ、車いすで。そうすると、レジの人が、必ず本人にお金を渡さないんだよね。ヘルパーの方にお金渡すんだよね。だから、私は、そのときは、「渡してください」って。そういうときに気づくよね。世間の目ってそうなんだって。

（レジの人が自分の方におつりを渡したことで）利用者さんに、あれかな、また嫌な思いさせたかなとかね、何か、ちょっと、悪いじゃないけど、そういうふうに、レジの人に、私は、どういう対応すれば良いのかなぁっていうあれはあったんだよ。そのときはレジの人に、お願いしますって言う、おつりでも何でもさ、お願いします、そちらの方へお願いしますって言うんだけど。

　介助者は、レジの人が、自分の方におつりを返すことで、利用者に「嫌な思いさせたかな」と感じ、買い物をする主体である利用者の方へお金を渡すよう、レジの人にお願いしている。
　では、次に、別の事例を見る。
ａ-2
お医者さんやなんかにつれてくじゃないですか、そうすると、お医者さんは、結局、ヘルパーの方へ向いて言うんだよね。だけど、利用者としてみれば、あたしのことで（病院へ）行ってるんだって、あたしに言ってもらいたいっていうのも、（利用者から）返ってきたことあった。

これで、どうやって、私が、この場面のときに対応したら良いのか、対応できないときは、ああそうですかって帰ってきて。

　上記の場面では、利用者と介助者が一緒に病院へ行き、介助者に向かって話しかけるという医師の行動に対し、利用者が「あたしのことで（病院へ）行ってるんだって、あたしに言ってもらいたい」ことを述べている。

　その後、この介助者は「この場面のときにどう対応したら良いのか」と振り返ることで、利用者の発言が医師に向けられているだけではなく、自分自身がとるべき対応をも問われていると捉えている。
　次に、上記と類似した場面を取り上げる。ここで登場する第三者は、前の第三者とは異なる行動をとっており、それに対する介助者の捉え方も、前述の介助者とは異なるものになっている。
ａ-3
病院とか行くと、必ずヘルパーに、まぁ、お店でも、ヘルパーと利用者さんで行ったら、ヘルパーに聞くんですよ。何でも、ヘルパーに聞くような感じ。
最初、利用者さんに話しかけてたんだけど、聞くときになると、ヘルパーに急に聞くとかはありますよね。

私、一番最初は、（医師や店員が）その利用者さんに聞かないで、何でヘルパーに聞くのかも全然、何でこの人は私に聞くんだって思ったけど、もう、何回もそんなことがあれば、態度で示すしかないですよね。私に聞いてもわかんないんだから、利用者さんにもう一回、そのまぁ、相手の人が言ったことを利用者さんへ伝えて、利用者さんから言ってもらうように。面と向かって、この方に聞いてとはあんまり、前、一度言ったかもしれないけど、あんまり言ってもしょうがないから、態度で示すしかないのかなぁと思って。

ここでの介助者は、医師や店員が、「利用者さんに聞かないで、ヘルパーに聞く」ことを疑問に感じており、利用者と介助者間においては了解済みであった互いの役割が、第三者の介在によって、役割の変更が生じようとしている。

しかし、介助者は、「私に聞いてもわかんないんだから」と思い、相手が「言ったことを利用者さんへ伝えて、利用者さんから言ってもらうよう」にすることで、あくまでも、行為の主体は自分ではなく、利用者にあり、自分は、その行為をサポートする側であることを示している。

ｂ．“意思決定を見守る”への介入
　以下では、意思決定をめぐって、第三者の介入が介助者にどのような影響を与えるのかを見る。
介助者Ａ：病院に行ったときにね、○○さん（利用者の名前）って丁寧でしょ。あたし、トイレ行って、トイレ用のスリッパがあったんだよ。「○○さんいいよ」って言ったら、「履き替える」って言ってね、「○○、やる」っていうからさ、やるって言うとちゃんとやるからね、時間をかけてね。こっちはあぶなくないように見守りよ。それを見てた人がいたわけだ。つかつかつかって来て、「あんた、私もね、車いすの人、ここに連れてきたことあるけど、スリッパはかなくてもいいから」ってわざわざ言いにきたわけよ。「あ、すみません、本人がスリッパはきたいっていうからね、本人がやるっていうからね、私たちは、そういった介助をやらせてもらってるんですよ。ありがとうございます」って言うんだけどね。それはね、○○さんが、自分でね、一生懸命やろうとしてね、私が手出すと怒るからね、だけど、第三者が見ると、傍にいるのにさぁ、不自由な人になんで、手助けしてやらないでね、そういうふうにみてるわなぁって思うわけね。ちょっと、そういうの辛いわなぁってね、でも、世間の目ってそうだよねぇ。

介助者Ｂ：確かに、感じるときあります、私も。こう、待ってる。その、やるのをただこうやって待ってるときに、ちょっと、こう、視線を感じるときはありますよ。

介助者Ｃ：だから、なんか、待つことも仕事なんですけどって、背中でオーラ、これも仕事なんですって。

介助者Ａ：本人の自己決定でやろうとしてるのを見てるんですって言いたいくらいなんだけど。

　上記では、利用者がスリッパを「履き替える」と決めたことで、介助者が、その決定を見守る行動をとっている。そして、それを見ていた第三者は、介助者に向かって「スリッパに履き替えなくてもいい」と忠告している。この忠告を介助者は、利用者に向けられているものであるというより、自分の介助方法に対する意見であると認識し、「手助けもしない」で、ただ見ているだけと思われることを「辛い」と、その気持ちを語っている。

ｃ．生活に関わる諸活動への介助の阻害
介助者は、公共の場において、障害者の生活に伴う諸活動を妨げる状況と遭遇し、介助を中断せざるを得ない状態を体験する。

駅は、ちゃんと（駅を利用する）3日前に言わなきゃだめだとかさ。あのー、文句言われたりだとかさ、美容院はね、うちは車いすが使えるようになっていないとかさ、食堂はさ、うちは車いすが入れるようになっていませんとかさ、ほいで、飲み屋もそうだよな、車いすで行ったらさ、車いすのかどで、カウンターのかどをぶつけるから、だめだとか言ったりとかさ。まぁ、それでも行ったけどさ。とにかく、だめだってことを言われることが多かったよな。
以上
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